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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 胞 に 感 作 性 物 質 を 含 有 す る と 予 想 さ れ る 被 験 物 質 を 添 加 し て 曝 露 し 、 該 細 胞 の 表 面 に 発  
現 さ れ た 分 子 を 検 出 す る 感 作 性 物 質 の イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 に お い  
て 、 前 記 感 作 性 物 質 を 含 有 す る と 予 想 さ れ る 被 験 物 質 が 植 物 エ キ ス で あ り 、 前 記 添 加 す る  
植 物 エ キ ス の 濃 度 が ５ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ で あ り 、 か つ 、 曝 露 時  
間 が １ ～ ３ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物 質 の イ ン ビ ト ロ 評 価 方  
法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
細 胞 表 面 に 発 現 さ れ る 分 子 が C D 8 6 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物 質  
の イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
細 胞 が ヒ ト 単 核 球 細 胞 T H P - 1 細 胞 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物 質 の  
イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

請求項の数　3　（全7頁）



10

20

30

40

50

JP 7110825 B2 2022.8.2(2)

　 皮 膚 感 作 性 は 化 学 物 質 の 安 全 性 評 価 に お い て 重 要 な 評 価 項 目 で あ り 、 従 来 、 モ ル モ ッ ト  
や マ ウ ス を 用 い た 動 物 実 験 に よ っ て 評 価 さ れ て き た 。 2 0 1 3 年 3 月 に E U に お い て 、 動 物 実  
験 に よ り 安 全 性 が 評 価 さ れ た 成 分 を 含 む 化 粧 品 の 販 売 が 禁 止 さ れ た こ と を 受 け 、 i n  s i l i c o  
や i n  v i t r o 代 替 法 の 動 物 を 用 い な い 試 験 法 の 開 発 が 強 く 望 ま れ て い る 。
h u m a n  C e l l  L i n e  A c t i v a t i o n T e s t （ h - C L A T ） は 、 多 く の 皮 膚 感 作 性 物 質 が 樹 状 細 胞 を  
活 性 化 す る こ と に 着 目 し た 試 験 法 で あ り 、 2 0 1 6 年 7 月 に O E C D の ガ イ ド ラ イ ン 化 が な さ れ  
た （ O E C D  T G 4 2 2 E ） 。 ヒ ト 単 核 球 細 胞 で あ る T H P - 1 細 胞 を 用 い て 、 細 胞 表 面 上 の C D 8 6  
と C D 5 4 を 測 定 す る こ と に よ り 皮 膚 感 作 性 の 有 無 を 判 定 す る 試 験 法 で あ る （ 非 特 許 文 献 １  
） 。
　 一 方 で 、 h - C L A T に は 試 験 に 適 用 で き な い 物 質 が あ る 。 例 え ば 、 香 粧 品 原 料 の 中 に は 植  
物 エ キ ス を は じ め と す る 天 然 由 来 の 混 合 物 が 多 く 存 在 し 、 こ れ ら 混 合 物 の 成 分 に は 感 作 性  
物 質 が 含 ま れ る 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物 質 は 非 常 に 微 量 で あ  
る た め 、 O E C D の ガ イ ド ラ イ ン に 収 載 さ れ た h - C L A T で は 検 出 で き な い 事 例 が 多 い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ １ ７ ９ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 J a C V A M  皮 膚 感 作 性 試 験 試 料 編 纂 委 員 会 （ 2 0 1 6 ） 皮 膚 感 作 性 試 験 報 告 書   h u m  
a n  C e l l  L i n e  A c t i v a t i o n  T e s t （ h - C L A T ）
O E C D  4 4 2 E （ 2 0 1 6 ）  O E C D  G U I D E L I N E  F O R  T H E  T E S T I N G  O F  C H E M I C A L S
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は こ れ ま で 検 出 で き な か っ た 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 を 評 価 す る こ と が  
で き る 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作  
性 を 評 価 す る 場 合 、 細 胞 と 植 物 エ キ ス を 曝 露 す る 際 の 曝 露 時 間 を 短 時 間 に し 、 植 物 エ キ ス  
を 高 濃 度 で 曝 露 し 、 該 細 胞 表 面 に 発 現 さ れ る 、 感 作 性 物 質 の 量 や 特 性 を 反 映 す る 分 子 を 測  
定 す る こ と に よ り 、 こ れ ま で 困 難 で あ っ た 植 物 エ キ ス の 動 物 を 用 い な い 皮 膚 感 作 性 を 評 価  
す る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、
（ １ ） 細 胞 に 感 作 性 物 質 を 含 有 す る と 予 想 さ れ る 被 験 物 質 を 添 加 し て 曝 露 し 、 該 細 胞 の 表  
面 に 発 現 さ れ た 分 子 を 検 出 す る 感 作 性 物 質 の イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法  
に お い て 、 前 記 感 作 性 物 質 を 含 有 す る と 予 想 さ れ る 被 験 物 質 が 植 物 エ キ ス で あ り 、 前 記 添  
加 す る 植 物 エ キ ス の 濃 度 が ５ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ で あ り 、 か つ 、  
曝 露 時 間 が １ ～ ３ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物 質 の イ ン ビ ト ロ  
評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 、
（ ２ ） 細 胞 表 面 に 発 現 さ れ る 分 子 が C D 8 6 で あ る 、 （ １ ） に 記 載 の 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性  
物 質 の イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 、
（ ３ ） 細 胞 が ヒ ト 単 核 球 細 胞 T H P - 1 細 胞 で あ る 、 （ １ ） に 記 載 の 植 物 エ キ ス 中 の 感 作 性 物  
質 の イ ン ビ ト ロ 評 価 方 法 又 は ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 、
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 イ ン ビ ト ロ 評 価 法 は 、 香 粧 品 原 料 に 含 ま れ る 植 物 エ キ  
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ス の 皮 膚 感 作 性 の 予 測 が で き る 効 果 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 試 験 例 ２ に お け る 、 O E C D  T G 4 2 2 E の 手 順 通 り に 皮 膚 感 作 性 を 評 価 し た と き の C D  
8 6 の 発 現 量 と 細 胞 毒 性 （ 細 胞 生 存 率 ） を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る 、 短 時 間 曝 露 法 を 用 い て 皮 膚 感 作 性 を 評 価 し た と き の C D 8 6 の  
発 現 量 と 細 胞 毒 性 （ 細 胞 生 存 率 ） を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 用 い る 細 胞 と し て は 、 感 作 性 物 質 の 特 性 を 反 映 し て そ の 表 面 に C D 8 6 物  
質 を 発 現 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 具 体 例 と し て ヒ ト 単 核 球 細 胞 で あ る T H P -  
1 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 細 胞 は 樹 立 し た 培 養 細 胞 で あ っ て 、 当 業 界 の 研 究 者 に よ り 広 く 用 い  
ら れ て お り 、 容 易 に 入 手 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は T H P - 1 細 胞 は 、 公 的 な 細 胞 バ ン ク  
又 は 民 間 企 業 よ り 入 手 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 細 胞 を 培 養 す る た め の 培 地 と し て は 、 こ れ ら の 細 胞 を 培 養 す る こ と が で き る 常  
用 の 任 意 の 培 地 を 使 用 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 具 体 例 と し て R P M I  1 6 4 0  M e d i u m が  
挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 培 地 に は お よ そ 1 0 % 程 度 の ウ シ 胎 児 血 清 を 添 加 す る こ と が 必 要 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 関 す る 植 物 エ キ ス は 各 種 溶 媒 、 例 え ば 水 、 エ タ ノ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 等 に よ  
り 抽 出 さ れ た も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 植 物 エ キ ス の イ ン ビ ト ロ 評 価 又 は ス ク リ ー ニ ン グ に お い て は 、 上 記 細 胞 に 植 物  
エ キ ス を 加 え 、 例 え ば 室 温 に て 5 分 間 曝 露 を 行 い 、 そ の 後 C O 2 イ ン キ ュ ベ ー タ ー 中 で 、 約 3  
7 ℃ に て 後 培 養 を 行 う 。 曝 露 時 間 は 、 好 ま し く は １ ～ ３ ０ 分 、 よ り 好 ま し く は １ ～ １ ０ 分  
、 さ ら に 好 ま し く は １ ～ ５ 分 で あ る 。 従 来 の O E C D  T G 4 2 2 E （ 非 特 許 文 献 2 ） の 試 験 法 で  
は 、 曝 露 時 間 は ２ ４ 時 間 必 要 な た め 、 本 発 明 に よ り 短 時 間 で 評 価 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 細 胞 の 初 期 濃 度 は 1 × 1 0 5 ～ 5 × 1 0 5 細 胞 ／ m L が 好 ま し い 。 植 物 エ キ ス の 評 価 を 行  
う 場 合 は 、 細 胞 に 、 植 物 エ キ ス を 加 え て 、 上 記 の 条 件 で 培 養 を 行 う 。 こ の 際 の 植 物 エ キ ス  
の 濃 度 は ５ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ 、 よ り 好 ま し く は ５ ０ ０ ０ ０ μ ｇ  
／ ｍ ｌ ～ ２ ５ ０ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｍ ｌ が 好 ま し い 。 対 照 と す る 場 合 も 、 好 ま し く は 、 生 理 食 塩  
水 を 同 量 加 え て 上 記 と 同 様 の 培 養 を 行 い 、 対 照 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 後 培 養 ま で 終 了 し た 後 、 培 養 し た 細 胞 の 表 面 に 発 現 さ れ た C D 8 6 分 子 を 検 出 又 は 測 定 す  
る 。 C D 8 6 の 検 出 ま た は 測 定 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 抗 － ヒ ト C D 8 6 抗 体 を 用 い た 免 疫  
測 定 が 好 ま し く 、 フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー 法 が 特 に 好 ま し い 。 抗 － ヒ ト C D 8 6 抗 体 は モ ノ ク  
ロ ナ ー ル 抗 体 で も ポ リ ク ロ ナ ー ル 抗 体 で も よ く 、 C D 8 6 を 表 面 に 発 現 し て い る 細 胞 を 免 疫  
原 と し て 用 い て 常 法 に 従 っ て 調 製 す る こ と が で き る 。 フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー 法 も 常 法 に 従  
っ て 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 実 施 例 お よ び 試 験 例 を 挙 げ 、 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 実 施  
例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 試 験 例 １ ） 従 来 の 動 物 で の 皮 膚 感 作 性 試 験 に よ る 評 価
　 Ａ ｄ ｊ ｕ ｖ ａ ｎ ｔ を 用 い た 試 験 は 、 白 色 モ ル モ ッ ト を 試 験 動 物 と し 、 １ 群 ５ 匹 以 上 の 例  
数 を 確 保 し た 。 投 与 経 路 は 皮 内 及 び 経 皮 と し 、 第 １ 回 目 の 感 作 処 置 で は 除 毛 し た 頸 部 背 部  
皮 膚 に フ ロ イ ン ト ・ コ ン プ リ ー ト ・ ア ジ ュ バ ン ト （ Ｆ Ｃ Ａ ） 、 各 種 植 物 エ キ ス （ い ず れ も  
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原 液 ） 、 Ｆ Ｃ Ａ と 植 物 エ キ ス の 乳 化 物 の 皮 内 注 射 を 行 っ た 。 第 ２ 回 目 の 感 作 処 置 で は 第 １  
回 感 作 処 置 の １ 週 間 後 、 同 部 位 に ４ ８ 時 間 閉 塞 貼 付 を 施 し た 。 さ ら に 、 惹 起 処 置 と し て 第  
２ 回 感 作 処 置 の ２ 週 間 後 、 除 毛 し た 背 部 又 は 側 腹 部 に ２ ４ 時 間 閉 塞 貼 付 を 行 っ た 。 皮 膚 感  
作 性 の 判 定 は 、 貼 付 除 去 後 ２ ４ 時 間 及 び ４ ８ 時 間 目 に 投 与 部 位 を 肉 眼 に て 観 察 し た 。 Ａ ｄ  
ｊ ｕ ｖ ａ ｎ ｔ を 用 い な い 試 験 法 は 、 白 色 モ ル モ ッ ト を 試 験 動 物 と し 、 １ 群 ５ 匹 以 上 の 例 数  
を 確 保 し た 。 投 与 経 路 は 経 皮 と し 、 感 作 処 置 は １ 回 ／ 週 、 合 計 ３ 回 行 い 、 除 毛 し た 背 部 皮  
膚 に 植 物 エ キ ス を ６ 時 間 閉 塞 貼 付 し た 。 惹 起 処 置 と し て 、 ３ 回 目 の 貼 付 終 了 ２ 週 間 後 、 側  
腹 部 に ６ 時 間 の 閉 塞 貼 付 を 施 し た 。 皮 膚 感 作 性 の 判 定 は 、 貼 付 除 去 後 ２ ４ 時 間 及 び ４ ８ 時  
間 目 に 投 与 部 位 を 肉 眼 に て 観 察 し た 。
　 な お 、 植 物 エ キ ス は 緑 茶 エ キ ス （ 市 販 品 の 緑 茶 リ キ ッ ド ） 、 セ ー ジ エ キ ス （ 市 販 品 の フ  
ァ ル コ レ ッ ク ス セ ー ジ Ｅ ） 、 ボ タ ン ピ エ キ ス （ 市 販 品 の フ ァ ル コ レ ッ ク ス  ボ タ ン ピ E ） を  
使 用 し た 。
結 果 を 以 下 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 試 験 例 ２ ） O E C D  T G 4 2 2 E （ 非 特 許 文 献 2 ） の 試 験 法 に よ る 評 価
　 試 験 例 １ と 同 じ 植 物 エ キ ス を 使 用 し て 評 価 を 行 っ た
T H P - 1 細 胞 （ A T C C よ り 購 入 ） を R P M I 1 6 4 0 （ 含 1 0 % F B S ） 培 地 を 用 い て 2 × 1 0 6  細 胞 ／  
m L に 調 製 し 、 2 4 w e l l プ レ ー ト に 5 0 0 μ L / w e l l ず つ 播 種 し た 。 被 験 物 質 で あ る 植 物 エ キ ス  
は T G 4 2 2 E に 基 づ き C V 7 5 決 定 試 験 を 行 っ た 。 い ず れ も 最 高 濃 度 の 5 0 0 0 μ g / m L で も 細 胞  
毒 性 を 示 さ な か っ た た め 、 5 0 0 0 μ g / m L か ら 公 比 1 . 2 で 7 濃 度 振 り 、 細 胞 を 播 種 し た プ レ  
ー ト に そ れ ぞ れ 5 0 0 μ L ず つ 加 え た 。
　 処 理 し た 細 胞 は C O 2 イ ン キ ュ ベ ー タ ー 中 で 2 4 時 間 曝 露 し た 。 曝 露 後 の 細 胞 を F A C S
b u f f e r （ 0 . 1 % w / v  B S A ） を 用 い て 洗 浄 し 、 B l o c k i n g  b u f f e r （ 含 1 % w / v  g l o b u l i n  ） で  
ブ ロ ッ キ ン グ 後 、 F I T C で 蛍 光 標 識 し た 抗 ヒ ト C D 8 6 抗 体 を 用 い て 氷 上 で 3 0 分 間 染 色 し た 。  
染 色 し た 細 胞 を F A C S  b u f f e r を 用 い て 2 度 洗 浄 し ， F A C S  b u f f e r  2 0 0 μ L に 再 懸 濁 し た 。  
こ の 細 胞 懸 濁 液 を 用 い て フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ り 生 細 胞 1 × 1 0 4  c e l l s の 蛍 光 強 度 を 測  
定 し 、 生 理 食 塩 水 を 作 用 さ せ た コ ン ト ロ ー ル と 比 較 し た 。 生 細 胞 の 検 出 は P I 染 色 に よ り 行  
っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 試 験 結 果 ＞
　 結 果 を 図 １ に 示 す 。 O E C D  T G 4 2 2 E の 試 験 法 ど お り に 試 験 を 行 っ た 結 果 、 植 物 エ キ ス 3  
種 す べ て で 皮 膚 感 作 性 が 認 め ら れ な か っ た （ R F I の 値 が C D 8 6 ≧ 1 5 0 を 満 た さ な い ） 。 こ の  
こ と か ら 、 こ の 試 験 法 で は 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 を 予 測 す る に は 感 度 が 不 足 し て い る と  
い う こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 実 施 例 １ ） 本 発 明 の 短 時 間 曝 露 法 （ Ｓ Ｔ Ｅ 法 （ 短 時 間 、 高 濃 度 で 曝 露 す る 試 験 法 ） ）  
に よ る 評 価
　 試 験 例 １ と 同 じ 植 物 エ キ ス を 用 い て 評 価 を 行 っ た 。
　 T H P - 1 細 胞 （ A T C C よ り 購 入 ） を R P M I 1 6 4 0 （ 含 1 0 % F B S ） 培 地 を 用 い て 1 × 1 0 6  細 胞  
／ m L に 調 製 し 、 1 . 5 m L チ ュ ー ブ に 1 m L ず つ 分 注 後 、 遠 心 し 培 地 を 除 去 し た 。 被 験 物 質 で  
あ る 植 物 エ キ ス は C V 7 5 決 定 試 験 を 行 い 、 緑 茶 ： 1 2 2 7 8 5 μ g / m L 、 セ ー ジ ： 5 2 7 6 1 μ g /  
m L 、 ボ タ ン ピ ： 2 5 7 3 0 5 μ g / m L と な っ た 。 そ れ ぞ れ の C V 7 5 に 従 い 、 生 理 食 塩 水 を 用 い  
て 濃 度 を 適 宜 決 定 し 、 5 0 0 μ L ず つ 培 地 を 除 去 し た 細 胞 に 5 分 間 曝 露 し た 。 曝 露 後 、 P B S で  
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2 度 洗 浄 し 、 培 地 を 1 m L 加 え 、 2 4 w e l l プ レ ー ト に 播 種 し 、 後 培 養 を 2 4 時 間 行 っ た 。
　 後 培 養 後 の 細 胞 を F A C S  b u f f e r （ 0 . 1 % w / v  B S A ） を 用 い て 洗 浄 し 、 B l o c k i n g  b u f f e r  
（ 含 1 % w / v  g l o b u l i n  ） で ブ ロ ッ キ ン グ 後 、 F I T C で 蛍 光 標 識 し た 抗 ヒ ト C D 8 6 抗 体 を 用 い  
て 氷 上 で 3 0 分 間 染 色 し た 。 染 色 し た 細 胞 を F A C S  b u f f e r を 用 い て 2 度 洗 浄 し ， F A C S  b u f f  
e r  2 0 0 μ L に 再 懸 濁 し た 。 こ の 細 胞 懸 濁 液 を 用 い て フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ り 生 細 胞 1  
× 1 0 4  c e l l s の 蛍 光 強 度 を 測 定 し 、 生 理 食 塩 水 を 作 用 さ せ た コ ン ト ロ ー ル と 比 較 し た 。 生  
細 胞 の 検 出 は P I 染 色 に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＜ 試 験 結 果 ＞
　 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 短 時 間 曝 露 法 で 試 験 を 行 っ た 結 果 、 動 物 （ ＋ A d j u v a n t ） で 陽 性 と な  
っ て い る エ キ ス 2 種 （ 緑 茶 エ キ ス 、 セ ー ジ エ キ ス ） に つ い て は 皮 膚 感 作 性 が 認 め ら れ た （ R  
F I の 値 が C D 8 6 ≧ 1 5 0 を 満 た し て い る ） 。 し か し 、 動 物 （ ＋ A d j u v a n t ） で 陰 性 と 判 定 が な  
さ れ て い る ボ タ ン ピ エ キ ス で は 、 皮 膚 感 作 性 が 認 め ら れ な か っ た 。
　 こ の こ と か ら 、 本 発 明 の 評 価 法 を 用 い た 試 験 で は 、 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 を 予 測 し 得  
る こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 評 価 方 法 に よ り 、 こ れ ま で 検 出 で き な か っ た 植 物 エ キ ス の 皮 膚 感 作 性 を 評 価 す  
る こ と が 可 能 と な る の で 、 化 粧 品 、 香 料 な ど の 香 粧 品 分 野 に お い て 、 動 物 を 用 い ず に 植 物  
エ キ ス の 感 作 性 の 有 無 及 び 強 弱 の 評 価 が 可 能 と な る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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